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　　　　　　　　　　　　　　観測手引（13）
　　　　　　　　　　　　　太陽面観測報告法（3）
　纒維度の報告　更に詳しくは，本臼田i同行の紹野田に從って，各黒勲の緯度々計るので
ある．其の結果は第何群は北何度S欄外に詑入してよい・現在この式の報告は，一名しか
剣ない．方法は伊達氏の記事にあろ。
　以上の如き報告な全部行へlt’必ずしも完杢ではないが，現在の用紙では先づ此の程度ま
で行けば充分ミ思ふ。學術的に大陽黒陶の眼覗観測の偵値は必ずしも絶劃的では？よい．然
しアマチユアミしては此の程度以上｛t大して望み得tu’1，而も多年の累積け二結果は決
して馬鹿には出來ない筈である．
　観測上の注意器械設備に就いては，伊達氏1こ；氾事がある．だから所謂心得こ云ふべき
ものな云って見ろsすれば・太陽黒鮎の相封藪観測（‡，最も挙易なアマチュアの行ひやす
い天曾比測であろ・從って其の反面・償々1日P2日は勿論，測りに二三ケ月績けても，
さして役立†こない・又同時にボツリボッリε見て層て臨歎年齢1ブても同様無量旬随
い・年数でに少くtも5年以上・月々には最低15”，胡來れば20日以上見て始めて少し芽
が出かけるのである．
　又同時に火星面等こ違って，一寸し†こ望遠鏡でも見へるから，つい瓢難な槻測に璽なり晦
ちである．これも心得るべきである。然しあまり大儀に考へて，枢めて好天氣の日だけ見
ろので一ケ月数日に過ぎなくなろ・これでは猫更の事無意味になる・多年の終瞼に依れば
一日中のホンの二三十分間の晴間に見る事も可なり多い．そう天候ばかりに氣もtられて
居れアよい・要はこの学者の意味た味得して，結局1ミ自ら特殊の維験た積むより仕方tgい様
である・其上一ケ年毎に年李均な算lllして見る事・叉年々，月々7eグラフにして見る事も
興味の潔く動力になろ．其れ左・縦めて報告すろ事も好ましい．
（猫ほ，本記事は大燈サングラスか調川しすこ混毛の揚華々標準にして書いれが，投影法で
は大差はないだらう．れド篇眞観測でに又意味の違つアこ所も生すろだらうから，共れは共
の方面の経1瞼者に執筆な乞ひ度く恐って居る．）
　　　　　　　　　　　　〔附録〕　太陽黒窯の肉眼用脚
　以上望遠鈍を利川し郭黒黙の槻11Ul法に封して，肉眼で見ろ力法である．これは，謂はs・
前記の望遠鏡に依る躍増にF付醜しt：もので，7こダ畢に是だけでは餅窒の長年月（百年」畏位
の）に遣しないミ有効ではテ‘いだらう．
　方法　望遠鏡使用者は・先づ其の使用に先立って，サングラスな目に鞭てて肉眼で太画
面上の黒黙な調べるのである・この場合先に望遠鏡で見れば・位置矩覚へて居るから，或
は見ヘアよい様アよ小さいものでも，見7こ様に記入すろかも知れすよいからである．サングラス
は濃V’口の線色系統のがよく，鉱銀面（紫色に見へろ），油煙（赤色に見ゆ）等よりいpはり
市販のサングラスが良い檬である．
　記入　径2センチ位の小圓に，肉眼で見ヘブこ群の位置な記入じ（，次に雛械で見て，其
の正しV’か否かか確めてから，正確な群敷ご個戴々記入する，但し殆んこの楊合，群ε薮
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は同薮ご心得てよいだらう．斯くして翌日叉見ろ．そして同様に記入する．この楊合翌日
からは，其の見へて層ろ群が，前日こ同じか別かも確めねば’ならアよい．そして院外なれば
　　　　　　　　　　る前日ミ同符號，別群嫁れば別符號な附して，一ケ月毎に槻測日数，閏現日鍛，何群（新群）
累計黒貼薮等な報告する・更に充分な噂偽云へば，一群毎に番號（繭號望遠鏡の観測法ε
同じく）を附’ ｵて，」｛；のli盲∫長t？：E入すろ様に軒しばよいが，肉眼的観測［：しては少々丁寧
すぎるかも知れない．現在でit各月ff）t：f新群なばA，】S，　C，　Dご呼名して行って居る・
これだこ誰々の何月のC群ご云へば解ろから；の程度でもい・．但し月末から翌月にかけ
て見へろ群も往々あろから結局最初の観測から通番か附して，眞の新群の個数な算出し易
くして置くのが更に良法でにないかご思ふ・
　其他の注意　望遠鏡的の場合，口径が7’》8Cmもあれば，一9“tte見落す事に，不注意，シ
1イング不良，等か除けば先づ少ない．ゴニ別」径倍寧に依る差，叉個人差は己々得7　v’PS
個人tMLit1人のクセが比較的一定である．しかし肉眼的の揚合［t，見へるか，見へすよいか程
度の群は甚だ多いから，同一・人でも，其の日共の日の禺來不出卒が可なり多い様に思はれ
る。3く逆に，一度見力群に，相當小さくなっても見へうし，新し　もの（tSU遠鏡で見るま
で見落しがあろかも知れtg　V’．この黒占公zF為努めて期ずる様i：dr≧ユばならn．華者は極あ
て明かなもの，即ち一見してわかる様たものか認するにミこめて，此の弊な避けて屠る．
　猫ぼこの肉眼観測に關しては，入阪支部蛮行「銀河」第．3巻2號に，正村一忠氏の記事
があるが，よい参」考になる・
　肉眼観測の効果　これに可な彫1の閏題であるが，四獣目撃期に於ける無黒糊目ご劃照的
歌ものミして，最盛期に於けろ肉眼的黒貼の存否に，興味のある統計が街そうであろ．ス
最盛期に，和封敷が殆んご同じであっても，肉眼的の黒軸の多少は・概略其の面積の大1」・
々ぽy示すものtして効果があるだらう．然し，何ご云っても長年の蓮綾が望ましいが，
其の貼，親測が手話である事々夫へ合ぜて，補って行けそうである．
　この齪測：エ我々の會では，年が若い。即ち今度の最盛期から始めアニのであろ．外回でに
可流；り長曾’記録があろ（近世での）．從って，この頃こそ，一ケ別こ牛分位に，こうにヵ・認
められるが，最衰期には，望遠鏡で見ても少々飽きる程だから，多分一年も二年も全然見
へない事があらう．この間な如何に点すべきかは，未経瞼だげに少し不安があろ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　言
　以上で不充分乍ら，種々太陽の黒点親測に心して述べナこ・いつれにぜよ，命題の如く，
素人向の「齪測手引」であろ・この嬰占は誼む人も承知して灯しゼ・然し何時も云ふが如く・
世の中に全く無偵値なものはない筈であろ・少し逆説的の云ひ方i：なうかも知れtgいが，
アマチュアは卑下も不要嫁ければ，高慢も勿論いけない，守ろべき拒守ればそれで良いの
である．（木邊記）
　　　　　　　　　　　　　　編　朝　室　よ　リ
　「天界」一月號を年鑑とレて編輯する計書であることを前に護表レたけれど，
其の後，天象欄に實質的憂更を加へた事實に謝する好反響もあって，之を年鑑
にする必要が無くなったため，上記計聲は中止する．尚ほ今後の天界には時々
常識表を載せる筈．
